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する MOF を選択し、その不飽和サイト上に配位結合を介してモノマー (メタクリル酸




介してモノマーを不可逆的に MOF の周期骨格上に固定した。スチレン誘導体 (S)と銅イ
オンを自己集合させ、スチレン部位が MOF の一次元細孔内に周期配列化したテンプレ



















氏 名 望月 秀人 
（論文審査の結果の要旨） 
本論文は、多孔性金属錯体や有機ケージが有するデザイン性ナノ空間を用いた、
ビニルモノマーのラジカル重合制御に関して述べたものであり、得られた主な成果は
次の通りである。  
 
(1) 多孔性金属錯体のナノ空間を反応場とすることで、非ラジカル重合性ブタジエ
ン誘導体の高収率・高分子量ラジカル重合を達成した。また細孔表面に官能基を導入
し、反応場を精密に設計することによって、生成高分子の立体規則性制御が可能とな
ることを見出した。  
(2) 多孔性金属錯体の一次元ナノ細孔をテンプレートとした、モノマー配列制御ラ
ジカル共重合を実現した。ビニルモノマーをあらかじめホスト錯体の周期骨格上に固
定し、配列化した状態で共重合を行うことによって、最終的に XXXY 型配列を有した
共重合体の選択的合成に成功した。高分子に対して多孔性金属錯体の周期性を転写し
た例はこれまでに無く、今後の材料設計および合成のための指針として有用であると
考えられる。  
(3) 多孔性金属錯体の二次元状ナノ細孔をラジカル架橋重合の反応場とした、ビニ
ル高分子超薄膜体の合成を達成した。薄膜体の厚さはホスト錯体のピラー配位子の長
さによって精密に制御されており、また極性が異なる様々なモノマー種に対して単分
子程度の膜厚を有する高分子薄膜体が得られた。  
(4) ケージ状有機化合物の集積体である、多孔性有機ケージを反応ホストに利用した制
御ラジカル重合を実現した。外部刺激に応じて動的に細孔構造を変化させる性質に着目し、ゲスト
モノマーの導入量や極性に応じたラジカル重合の ON/OFF制御を達成した。 
 
以上、本論文では、多孔性金属錯体を用いた制御ラジカル重合法を開発し、生成高
分子の分子量、立体規則性、モノマー配列、次元性の精密な制御について論じている。
また、ゲストに応じて動的に細孔特性を変化させる多孔性有機ケージを用いた、新たな重合制御法
を見出している。これらの成果は、今後の重合反応設計に関する基礎的な知見や多孔性材料の新た
な可能性を与えるものであり、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本
論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成３１年２月１
８日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学
位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表
に際しては当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。  
 
  
